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 論文審査の結果の要旨 
 
森 崇理氏は，2012 年 3 月に長崎大学大学院工学研究科博士前期課程 総合工学専攻を修了後,同
年 4 月に長崎大学大学院工学研究科博士後期課程 生産システム工学専攻へ進学し，現在に至って
いる。同氏は，工学研究科博士後期課程に進学以降，当該課程の所定の単位を修得するとともに，
メタラサイクルを活性中間体とする新形式有機合成反応の開発に関する研究を行い，その成果を
2014 年 9 月に主論文「ニッケラサイクルを介した位置および立体選択的多成分連結反応に関する
研究」として完成させ，参考論文として，学位論文の印刷公表論文 4 編（うち審査付き論文 4 編），
学位論文の基礎となる論文 5 編（うち審査付き論文 5 編），その他の論文 1 編を付して，博士（工
学）の学位を申請した。 
長崎大学大学院工学研究科教授会は，2014 年 9 月 17 日の定例教授会において論文内容等を検討
し，本論文を受理して差し支えないものと認め，上記の審査委員を選定した。委員は主査を中心に
論文内容について慎重に審議し，公開論文発表会を実施するとともに，最終試験を行い，論文審査




































学総合雑誌の中で最も国際的に評価が高いAngewandte Chemie International Edition（Wiley-VCH, 
impact factor 11.336）に掲載されている。 
 以上のように本論文は，遷移金属触媒を用いた新形式有機合成反応の開発に関して，独創性があ
り，高い学術的価値を有するものと評価できる。 
学位審査委員会は，森 崇理氏の研究成果が有機化学・有機金属化学の分野において極めて有益
な成果を得るとともに，高効率合成化学の進歩発展に貢献するところが大であり，博士（工学）の
学位に値するものとして合格と判定した。 
 また，工学研究科在学期間短縮に関する申合せ第2条博士後期課程（3）に規定されている業績基
準を満たしていることから，在学期間の短縮が適当であると判断した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
